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(57)【要約】
　適応照明システム（１００）、（仮想）ミラー装置、
適応照明システムの光源を制御する方法、仮想ミラーを
制御する方法、及びコンピュータプログラムプロダクト
が提供される。適応照明システムは、当該ミラーコンポ
ーネントのミラー表面にユーザの鏡像を示すように構成
されたミラーコンポーネント用のものである。適応照明
システムは、複数の個別制御可能な光源（１１１．．１
１９）と、センサ（１０２）と、コントローラ（１０４
）とを有する。センサが、ミラー表面に対するユーザの
頭部の相対的な向きを検出する。コントローラが、セン
サ信号に基づいて、個別制御可能な光源に対する制御信
号（１２１．．１２９）を生成する。コントローラは、
頭部が左向き、上向き、右向き及び／又は下向きに向け
られていることをセンサ信号が指し示す場合に、ユーザ
の目に向けてもっと低い光放射を得るように、制御信号
を生成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ミラー表面にユーザの鏡像を示すように構成されたミラーコンポーネント用の適応照明
システムであって、当該適応照明システムは、
　前記ミラー表面の外周の少なくとも一部の位置若しくはその付近の位置に位置付けられ
る、又は、半透明なミラー表面の背後に位置付けられる、複数の個別制御可能な光源であ
り、当該光源は、使用時に、前記ミラー表面の前にいるユーザの頭部に向けて光を放つよ
うに構成される、複数の個別制御可能な光源と、
　前記ミラー表面に対する前記ユーザの前記頭部の相対的な向きを検出するセンサであり
、当該センサは、前記ユーザの前記頭部が前記ミラー表面に対して特定の方向に向けられ
ているかを指し示すセンサ信号を提供するように構成され、前記特定の方向は、前記頭部
が前記ミラー表面に対して上向き又は下向きの方向に向けられるものと、前記頭部が左向
き又は右向きの方向に向けられるものと、前記頭部が前記ミラー表面に向かっているもの
と、のうちの少なくとも１つを有する、センサと、
　を有し、
　当該適応照明システムは更に、
　前記センサ信号に基づいて、前記複数の個別制御可能な光源に対する制御信号を生成す
るように構成されたコントローラであり、当該コントローラは、前記頭部が左向き、上向
き、右向き及び／又は下向きに向けられていることを前記センサ信号が指し示す場合に、
前記ユーザの目に近い側の光源によって、もっと低い光放射を得るように、前記制御信号
を生成するように構成される、コントローラ、
　を有する、適応照明システム。
【請求項２】
　前記コントローラは、前記頭部が左向き、上向き、右向き及び／又は下向きに向けられ
ている場合に、前記ユーザの目に近い側の前記光源の部分が、より少ない光を放たなけれ
ばならないことを指し示す前記制御信号を生成するように構成される、請求項１に記載の
適応照明システム。
【請求項３】
　前記コントローラは更に、反対側の光源が前記頭部に向けて、より多くの光を放たなけ
ればならないことを指し示す前記制御信号を生成するように構成され、前記反対側の光源
は、前記ミラー表面の前記外周に沿って見て、前記目に近い側の前記光源の前記部分の反
対側に配置された、前記光源のうちのサブセットである、請求項２に記載の適応照明シス
テム。
【請求項４】
　前記光源は、放射光ビームの幅及び前記放射光ビームの方向のうちの少なくとも一方を
制御するように適応され、前記コントローラは、使用中に前記ユーザの目に向けて光を放
つ前記光源の一部が、前記ユーザの目に向けて前記もっと低い光放射を得るように、前記
放射光ビームの前記方向及び前記放射光ビームの前記幅のうちの少なくとも一方を適応さ
せねばならないことを指し示す前記制御信号を生成するように構成される、請求項１乃至
３の何れか一項に記載の適応照明システム。
【請求項５】
　前記コントローラは更に、前記ユーザの少なくとも１つの特徴と前記ユーザに属する眩
しさ感度インジケータとを含むユーザプロファイルを記憶するように構成され、
　前記センサは更に、前記ユーザが前記ミラーコンポーネントの前にいる場合に、前記ユ
ーザの前記少なくとも１つの特徴を検出し、該検出した情報を前記センサ信号に含めるよ
うに構成され、
　前記コントローラは更に、前記センサ信号によって提供される前記ユーザの前記特徴に
基づいて、記憶したユーザプロファイルを選択し、該選択したユーザプロファイルの前記
眩しさ感度インジケータを使用して前記制御信号を生成するように構成され、前記制御信
号は、前記ユーザが眩しさに対して比較的敏感であることを前記眩しさ感度インジケータ
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が指し示す場合には、前記ユーザの目に向かう光放射の、より大幅の低減を指し示し、前
記ユーザが眩しさに対して比較的低い感度を持つことを前記眩しさ感度インジケータが指
し示す場合には、前記ユーザの目に向かう光放射の、より小幅の低減を指し示す、
　請求項１乃至４の何れか一項に記載の適応照明システム。
【請求項６】
　前記センサは更に、前記ミラーコンポーネントの前に存在している前記ユーザとの間の
距離を検出するように構成され、前記コントローラは更に、前記検出された距離に基づい
て、前記光源によって放たれるべき光の量を指し示す前記制御信号を生成するように構成
される、請求項１乃至５の何れか一項に記載の適応照明システム。
【請求項７】
　前記センサは、
　　前記ユーザが前記ミラーコンポーネントの前にいる場合に前記ユーザの前記頭部の画
像を取得するように構成されたカメラと、
　　前記カメラに結合された画像処理ユニットであり、前記画像内で前記ユーザの前記頭
部を認識し、前記画像内で前記ミラー表面に対する前記頭部の相対的な向きを検出し、且
つ前記センサ信号を生成するように構成された画像処理ユニットと
　を有する、請求項１乃至６の何れか一項に記載の適応照明システム。
【請求項８】
　当該適応照明システムは更に、前記ユーザが前記ミラーコンポーネントの前に存在する
かを検出する低電力ユーザ存在センサを有し、前記センサ及び／又は前記コントローラは
、前記ミラーコンポーネントの前の前記ユーザの前記検出に基づいてオン又はオフに切り
換えられる、請求項１乃至７の何れか一項に記載の適応照明システム。
【請求項９】
　当該適応照明システムは更に、前記ミラーコンポーネントの周辺の照明レベルを感知す
る周辺光レベルセンサを有し、前記コントローラは、前記制御信号を生成するときに前記
感知された照明レベルを考慮に入れるように構成され、前記制御信号は、前記感知された
照明レベルが比較的低い場合には、前記ユーザの目に向かう光放射の、より大幅の低減を
指し示し、前記感知された照明レベルが比較的高い場合には、前記ユーザの目に向かう光
放射の、より小幅の低減を指し示す、請求項１乃至８の何れか一項に記載の適応照明シス
テム。
【請求項１０】
　ミラーと、
　請求項１乃至９の何れか一項に記載の適応照明システムと
　を有し、
　前記ミラーコンポーネントは前記ミラーによって形成され、前記ミラー表面は前記ミラ
ーの反射面である、
　ミラー装置。
【請求項１１】
　ディスプレイと、
　前記ディスプレイの前の空間から画像を記録するように構成されたカメラと、
　前記カメラ及び前記ディスプレイに結合されたプロセッサと、
　請求項１乃至９の何れか一項に記載の適応照明システムと
　を有し、
　前記カメラ及び前記プロセッサは、前記適応照明システムの前記センサを実装するよう
に構成され、
　前記ディスプレイ及び前記プロセッサはまた、前記カメラによって記録された前記画像
を、前記ディスプレイの少なくとも一部上に、鏡像として提示するように構成される、
　仮想ミラー装置。
【請求項１２】
　前記複数の個別制御可能な光源が、前記ディスプレイの外周の少なくとも一部の位置又



(4) JP 2019-512847 A 2019.5.16

10

20

30

40

50

はその付近の位置に設けられる、
　又は、前記ディスプレイ及び前記プロセッサがまた、前記ディスプレイの外周又はその
付近に位置する前記ディスプレイの部分を、前記複数の個別制御可能な光源として使用す
るように構成される、
　のうちの何れかである、請求項１１に記載の仮想ミラー装置。
【請求項１３】
　ミラーコンポーネント用の適応照明システムの光源を制御する方法であって、前記ミラ
ーコンポーネントは、前記ミラーコンポーネントのミラー表面にユーザの鏡像を示すよう
に構成され、当該方法は、
　前記ミラー表面に対する前記ユーザの頭部の相対的な向きを検出し、且つ前記ユーザの
前記頭部が前記ミラー表面に対して特定の方向に向けられているかを指し示すセンサ信号
を提供するステップであり、前記特定の方向は、前記頭部が前記ミラー表面に対して上向
き又は下向きの方向に向けられるものと、前記頭部が左向き又は右向きの方向に向けられ
るものと、前記頭部が前記ミラー表面に向かっているものと、のうちの少なくとも１つを
有する、ステップ、
　を有し、
　当該方法は更に、
　前記センサ信号に基づいて、個別制御可能な光源に対する制御信号を生成するステップ
であり、該制御信号の生成は、前記頭部が左向き、上向き、右向き及び／又は下向きに向
けられていることを前記センサ信号が指し示す場合に、前記ユーザの目に近い側の光源に
よって、もっと低い光放射を得るように実行される、ステップ、
　を有する、方法。
【請求項１４】
　仮想ミラーを制御する方法であって、
　請求項１３に記載の、適応照明システムの光源を制御する方法と、
　ディスプレイの前の前記ユーザの前記頭部の画像を取得するステップであり、前記ディ
スプレイが前記ミラー表面として機能するように構成される、ステップと、
　前記ディスプレイの一部上に前記ユーザの前記頭部の前記画像を提示するステップと、
　を有し、
　前記取得された前記頭部の前記画像が、前記ミラー表面に対する前記ユーザの前記頭部
の相対的な向きを検出する段階でも使用される、
　方法。
【請求項１５】
　ミラーコンポーネント用の適応照明システムの光源を制御するためのコンピュータプロ
グラムであって、当該コンピュータプログラムは、プロセッサに、請求項１３に記載の方
法を実行させるように機能する、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ミラーコンポーネントのミラー表面にユーザの鏡像を示すように構成された
ミラーコンポーネント用の適応照明システムに関する。ミラーコンポーネントは、ミラー
（鏡）であってもよいし、また、ディスプレイの前に置かれた人の顔の画像をカメラが取
得し、取得された画像を該ディスプレイが鏡像として提示する仮想ミラーであってもよい
。
【０００２】
　本発明は更に、ミラー装置及び仮想ミラー装置に関する。
【０００３】
　本発明はまた、ミラーコンポーネントのミラー表面にユーザの鏡像を表示するように構
成されたミラーコンポーネント用の適応照明システムの光源を制御する方法、仮想ミラー
を制御する方法、及びミラーコンポーネント用の適応照明システムの光源を制御するため
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のコンピュータプログラムプロダクトに関する。
【背景技術】
【０００４】
　今日、数多くのミラー又は仮想ミラー（例えば、バービー（登録商標）デジタル変身子
供玩具）が、ミラーのエッジ付近に光源を設けている。統合された照明システムを有する
ミラーも数多く存在している。例えば、光源が、半透明ミラーの背後に設けられ、動作時
に、それらが、半透明ミラーを通して、ミラーの前のユーザに向けて光を放つ。特に、ユ
ーザが自分のメーキャップをしたり、髪型を整えたり、髭を剃ったりするために使用して
いる化粧鏡に照明システムを統合することが有用である。そのような化粧鏡の使用例は、
ユーザの顔が十分に照らされることを必要とする。しかしながら、メーキャップをしてい
る間、又は髭を剃っている間、ユーザは非常に頻繁に化粧鏡の比較的近くまで接近し、ユ
ーザが眩しさを経験することがある。眩しさは、目に入ってくる多量の明るい光のために
、よく見ることができないときの感覚である。眩しさは、よく見えないという障害である
だけでなく、１つ以上の光源から多量の明るい光を受けるときにユーザが経験する不快感
でもある。
【０００５】
　ＷＯ２０１１／１５８１４３Ａ１（特許文献１）は、表示ユニットと、センサシステム
と、制御ユニットと、照明システムとを有する照明装置であって、センサシステムが、所
定の領域で人を感知して、対応するセンサシステム信号を生成するように構成された、照
明装置を開示している。その照明システムは、正面光を人に提供するように構成された第
１の光源と、所定の領域内で人にトップ光を提供するように構成された第２の光源とを有
する。その制御ユニットは、センサシステム信号から人の特徴を導き出し、人の特徴に基
づいて、第１の光源の光及び第２の光源の光を制御するように構成される。
【０００６】
　ＥＰ２５１５５２６Ａ２（特許文献２）は、画像キャプチャ・分析機能を含む電子ディ
スプレイを開示している。そのディスプレイは、当該ディスプレイの前に位置しているユ
ーザのユーザパラメータを検出するように構成され得る。その装置は、画像を分析して、
フォント及び／又はユーザ嗜好設定を動的に調節し、且つ／或いは人間工学的分析を提供
することができる。ディスプレイを見ているユーザの画像をキャプチャし、検出し、且つ
認識するように構成された、装置筐体に組み込まれたカメラを、モバイルビデオ会議装置
が含む。微光、無光、又は不均一な光条件下でユーザの画像をキャプチャし、ユーザの顔
の画像を強調して遠隔ビデオ会議参加者に送るために、赤外線（ＩＲ）光源及び感ＩＲ画
像センサが使用され得る。
【０００７】
　ＵＳ２０１４／０１６００１９Ａ１（特許文献３）は、モバイル電子機器とのユーザイ
ンタラクションを促進するための方法を開示している。その方法は、先ず、ポータブル電
子機器のカメラによってキャプチャされたデータを使用して、ユーザの存在を検出するこ
とによって、装置上のスクリーンの向きを決定することを含む。その方法は更に、ユーザ
が検出された場合に、ユーザの複数の物理的特徴について、カメラからのデータを探索す
ることを含む。その方法はまた、データから決定されたユーザの少なくとも１つの物理的
特徴に関する情報に基づいて、ユーザの顔の向きを決定することを含む。最後に、その方
法は、決定されたユーザの顔の向きに基づいて、ポータブル電子機器の表示装置のスクリ
ーンの向きを設定することを含む。
【０００８】
　ＪＰ２００８－０１８０５８Ａ（特許文献４）は、鏡の前の顔を十分なレベルで照明す
るのと同時に、ユーザが眩しさを経験することを防ぐことができる鏡装置を開示している
。鏡と鏡の前のユーザとの間の距離をセンサが測定する。測定された距離を用いて、制御
部が、鏡の周縁部付近に設けられた複数列の発光パネルを点灯又は消灯させる。鏡と鏡の
前のユーザとの間の距離に基づいて発光が制御されるが、ユーザが眩しさを経験する状況
が依然として存在する。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】国際公開第２０１１／１５８１４３号パンフレット
【特許文献２】欧州特許出願公開第２５１５５２６号明細書
【特許文献３】米国特許出願公開第２０１４／０１６００１９号明細書
【特許文献４】特開２００８－０１８０５８号公報
【発明の概要】
【００１０】
　本発明の１つの目的は、ユーザにとってより便利なミラーコンポーネント用の適応照明
システムを提供することである。
【００１１】
　この目的のため、本発明の一態様によれば、また、請求項に規定されるように、ミラー
表面にユーザの鏡像を示すように構成されたミラーコンポーネント用の適応照明システム
が提供される。
【００１２】
　この目的のため、本発明の更なる一態様によれば、また、請求項に規定されるように、
ミラー表面にユーザの鏡像を示すように構成されたミラーコンポーネント用の適応照明シ
ステムの光源を制御する方法が提供される。
【００１３】
　この目的のため、本発明の他の態様によれば、また、請求項に規定されるように、ミラ
ー装置、仮想ミラー装置、仮想ミラーを制御する方法、及びコンピュータプログラムプロ
ダクトが提供される。
【００１４】
　本発明の態様に従った、ミラーコンポーネントのミラー表面にユーザの鏡像を示すよう
に構成されたミラーコンポーネント用の適応照明システムは、複数の個別制御可能な光源
と、センサと、コントローラとを有する。複数の個別制御可能な光源は、ミラー表面の外
周の少なくとも一部の位置若しくはその付近の位置に位置付けられ、又は、半透明なミラ
ー表面の背後に位置付けられる。これらの光源は、使用時に、ミラー表面の前にいるユー
ザの頭部に向けて光を放つように構成される。センサは、ミラー表面に対するユーザの頭
部の相対的な向きを検出する。センサは、ユーザの頭部がミラー表面に対して特定の方向
に向けられているかを指し示すセンサ信号を提供する。この特定の方向は、頭部がミラー
表面に対して上向き又は下向きの方向に向けられるものと、頭部が左向き又は右向きの方
向に向けられるものと、頭部がミラー表面に向かっているものと、のうちの少なくとも１
つを有する。コントローラは、センサ信号に基づいて、個別制御可能な光源に対する制御
信号を生成する。コントローラは、頭部が左向き、上向き、右向き及び／又は下向きに向
けられていることをセンサ信号が指し示す場合に、ユーザの目に向けてもっと低い光放射
を得るように、制御信号を生成する。
【００１５】
　本発明の更なる態様に従った、ミラーコンポーネントのミラー表面にユーザの鏡像を示
すように構成されたミラーコンポーネント用の適応照明システムの光源を制御する方法は
、ｉ）ミラー表面に対するユーザの頭部の相対的な向きを検出し、且つユーザの頭部がミ
ラー表面に対して特定の方向に向けられているかを指し示すセンサ信号を提供するステッ
プであり、上記特定の方向は、頭部がミラー表面に対して上向き又は下向きの方向に向け
られるものと、頭部が左向き又は右向きの方向に向けられるものと、頭部がミラー表面に
向かっているものと、のうちの少なくとも１つを有する、ステップと、ｉｉ）センサ信号
に基づいて、個別制御可能な光源に対する制御信号を生成するステップであり、該制御信
号の生成は、頭部が左向き、上向き、右向き及び／又は下向きに向けられていることをセ
ンサ信号が指し示す場合に、ユーザの目に向けてもっと低い光放射が得られるように実行
される、ステップとを有する。
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【００１６】
　上で提供された適応照明システム及び方法の特徴は、ミラー表面の外周又はその付近に
設けられた光源によって放たれる光の結果であり得る眩しさ体験を抑制する。特に、ユー
ザが自身の頭部を上向き、下向き、左向き、若しくは右向きの方向に動かす場合に、目が
、ミラー表面の、それぞれ、頂部側、底部側、左側若しくは右側、又はその付近に設けら
れた光源の部分に目が近付く位置に移動する。ユーザは恐らく、自身の目でミラーを見て
、そして、自身の目に近い光源から比較的高い量の光を受けることになる。当該適応照明
システム及び方法は、頭部の向きに応じて、目に向けて放射される光の量を自動的に減少
させ、故にそれにより、眩しさを実質的に抑制する。これは、ユーザの目に近い側の光源
によって放たれる光の量を減らすことによって達成される。ユーザとミラーとの間の距離
に基づいて照明レベルが制御されるものである既知の統合光を用いるミラーと比較して、
当該適応照明システム及び方法は、ユーザの頭部がミラー表面に対して回されても眩しさ
が防止されるという効果を提供する。
【００１７】
　一実施形態によれば、コントローラは、頭部が左向き、上向き、右向き及び／又は下向
きに向けられている場合に、ユーザの目に近い側の光源の部分が、より少ない光を放たな
ければならないことを指し示す制御信号を生成するように構成され、これらの光源によっ
て放たれる光が減少される。故に、適切な光源が暗くされ、それによって、より少ない光
がユーザの目に向けて放射される。
【００１８】
　他の一実施形態によれば、光源が放射光ビームの幅及び放射光ビームの方向のうちの少
なくとも一方を制御するように適応されるようにし得る。例えば、光源は、制御信号に基
づいて実際に光を発する素子に対して動かされることが可能な光学素子を有する。それに
より、放射される光ビームの特性を制御することができる。コントローラは、使用中にユ
ーザの目に向けて光を放つ光源の一部が、ユーザの目に向けてもっと低い光放射を得るよ
うに、放射光ビームの方向及び放射光ビームの幅のうちの少なくとも一方を適応させねば
ならないことを指し示す制御信号を生成するように構成され得る。故に、この実施形態で
は、光源のその部分によって放たれる光の量は必ずしも適応されないが、ユーザの目に向
けてもっと低い光放射を得るように、放射される光ビームの特性が変更される。例えば、
放射光ビームの幅が、ユーザの目に放射される光の量が減少するように拡げられてもよい
し、あるいは、放射光ビームの幅は比較的狭くて、その比較的狭い放射光ビームがユーザ
の目を照らさないようにしてもよい。なお、この光ビームの特性の制御が、光源によって
放たれる光の量を制御することと組み合わされてもよい。
【００１９】
　オプションで、コントローラは更に、反対側の光源が頭部に向けて、より多くの光を放
たなければならないことを指し示す制御信号を生成するように構成される。反対側の光源
は、ミラー表面の外周に沿って位置し且つユーザの目に近い側の光源の反対側に配置され
た上記複数の個別制御可能な光源のうちのサブセットである。それにより、ミラー表面の
方に直接的に面するユーザの顔の領域がいっそう良好に照らされ、故に、ユーザは、より
良好に、顔のその領域を見る且つ／或いは調べることができる。このオプションの実施形
態は、反対側の光源によって放射される光の大部分はユーザの目に直接放射されないので
、眩しさ感の増加をもたらさない。上述の実施形態に沿って、反対側の光源の照明レベル
が増加され得る。加えて、あるいは代わりに、光源が自身の放射光ビームの特性を適応さ
せることができる場合、上述の実施形態に沿って、反対側の光源が、自身の放射光ビーム
の特性を適応させるように制御されて、より多くの光がユーザの頭部に当たるようにして
もよい。
【００２０】
　オプションで、コントローラは更に、ユーザの少なくとも１つの特徴とユーザに属する
眩しさ感度インジケータとを含むユーザプロファイルを記憶するように構成される。セン
サは更に、ユーザがミラーコンポーネントの前にいる場合に、ユーザの上記少なくとも１
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つの特徴を検出し、該検出した情報をセンサ信号に含めるように構成される。コントロー
ラは更に、センサ信号によって提供される検出されたユーザの特徴に基づいて、記憶した
ユーザプロファイルを選択し、該選択したユーザプロファイルの眩しさ感度インジケータ
を使用して制御信号を生成するように構成される。制御信号は、眩しさ感度インジケータ
が比較的高い場合には、ユーザの目に向かう光放射の、より大幅の低減を指し示し、眩し
さ感度インジケータが比較的低い場合には、ユーザの目に向かう光放射の、より小幅の低
減を指し示す。一部の人は、他の人よりも眩しさに敏感であり、この実施形態は、それを
考慮に入れる手段を提供する。感度インジケータは、ユーザの年齢としてもよい。何故な
ら、ユーザの年齢が高いほど、ユーザが眩しさに敏感であることが知られているからであ
る。感度インジケータはまた、ユーザから受信した入力の結果として記憶され、それ故に
、その固有の人の感度を反映し得る数字であってもよい。
【００２１】
　ユーザのどのような特徴が記憶されるかは、ユーザの特徴をセンサがどのように検出す
ることができるかに強く依存する。一実施形態において、センサはカメラ及び動画認識ソ
フトウェアを有し、ユーザの特徴はユーザの顔の要素であり、どの人物がミラー表面の前
にいるかを検出するために顔認識が使用される。一実施形態において、各ユーザが、電子
的に読み取り可能なタグをユーザが着用しているときに（例えば近距離通信技術によって
）受信又は電子的に検出されることができる固有の識別子を割り当てられ、あるいは、ユ
ーザが識別子を送信する送信器を着用する場合、センサは、識別子を受信する受信器を有
し得る。
【００２２】
　オプションで、センサは更に、ミラーコンポーネントの前に存在するユーザとの間の距
離を検出するように構成され、コントローラは更に、検出された距離に基づいて、光源に
よって放たれるべき光の量を指し示す制御信号を生成するように構成される。例えば、ユ
ーザがミラーから第１の距離と第２の距離の間にいる場合、制御信号は、光源が比較的多
量の光を放たなければならないことを指し示す。その後、ユーザの目がミラーに比較的接
近する場合、例えば、ユーザがミラーから第３の距離と第２の距離との間にいるとき、制
御信号は、眩しさを防止するために光源が中間量の光を放たなければならないことを指し
示す。また、ユーザが比較的離れているとき及び／又はユーザが全く検出されないときに
は、制御信号は、光源がオフに切り換えられなければならないことを指し示すとし得る。
このオプションの実施形態は、放たれる光の量が、自動的に適応されるとともに、距離に
基づいて眩しさが防止されるように制御され得るので、より良いユーザ体験を提供する。
【００２３】
　オプションで、センサは、カメラと画像処理ユニットとを有する。カメラは、ユーザが
ミラーコンポーネントの前にいる場合にユーザの頭部の画像を取得するように配置及び構
成される。画像処理ユニットは、カメラに結合されるとともに、画像内でユーザの頭部を
認識し、画像内でミラー表面に対する頭部の相対的な向きを検出し、且つ然るべくセンサ
信号を生成するように構成される。故に、画像認識技術によって、ミラー表面に対する頭
部の相対的な向きを正確に決定することができる。
【００２４】
　オプションで、適応照明システムは更に、ユーザがミラーコンポーネントの前に存在す
るかを検出するための、より低電力のユーザ存在センサを有し、センサ及び／又はコント
ローラは、ミラーコンポーネントの前のユーザの検出に基づいてオン又はオフに切り換え
られる。ミラーコンポーネントの前にユーザが存在する場合、センサ及び／又はコントロ
ーラがオンに切り換えられる。ミラーコンポーネントの前にユーザが存在しない場合、セ
ンサ及び／又はコントローラがオフに切り換えられ、それにより、適応照明システムがエ
ネルギー節減モードに入る。これはまた、ユーザ体験の向上をもたらし得る。何故なら、
ユーザがミラーコンポーネントをスイッチオン又はスイッチオフする必要がないからであ
る。低電力ユーザ存在センサは、例えば、５００ミリワット未満、１００ミリワット未満
、又は更には１０ミリワット未満を使用する。低電力なる用語は、少なくとも、低電力ユ
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ーザ存在センサの電力使用量が、センサ及び／又はコントローラの電力使用量よりもかな
り低い（例えば、１／１０未満、又は１／１００未満）ということを表す。
【００２５】
　オプションで、適応照明システムは、ミラーコンポーネントの周辺の照明レベルを感知
する周辺光レベル検出器を有し、コントローラは、制御信号を生成するときに、感知され
た照明レベルを考慮に入れるように構成される。制御信号は、感知された照明レベルが比
較的低い場合には、ユーザの目に向かう光放射の、より大幅の低減を指し示し、感知され
た照明レベルが比較的高い場合には、ユーザの目に向かう光放射の、より小幅の低減を指
し示す。ミラーの周囲である周辺環境が十分に照明されている場合、ユーザは眩しさに対
してあまり敏感でない。その場合、暗くされる光源は、ユーザが依然として十分な光を自
身の顔に受けることを確保するために、より低い周辺照明レベルを持つ状況と比較して、
より多くの光を放射してもよい。
【００２６】
　本発明の一態様によれば、ミラーを有するとともに、上述の適応照明システムの実施形
態のうちの１つを有するミラー装置が提供される。適応照明システムの実施形態で規定さ
れたミラーコンポーネントが、このミラーによって形成され、適応照明システムの実施形
態で規定されたミラー表面が、このミラーの反射面によって形成される。光源は、ミラー
の外周の少なくとも一部に対して少なくとも近くに設けられる。ミラーが半透明である場
合、光源は、ミラーの外周の近くで、半透明ミラーの背後に設けられてもよい。このミラ
ー装置は、上述の適応照明システムの実施形態と同様の実施形態、利点及び効果を有する
。
【００２７】
　本発明の一態様によれば、ディスプレイと、カメラと、プロセッサと、上述の適応照明
システムの実施形態のうちの１つとを有する仮想ミラー装置が提供される。カメラは、デ
ィスプレイの前の空間の画像を記録するように配置及び構成される。プロセッサは、カメ
ラ及びディスプレイに結合される。カメラ及びプロセッサは、適応照明システムのセンサ
の機能を実装するように構成され、換言すれば、カメラ及びプロセッサがセンサを形成す
る。ディスプレイ及びプロセッサはまた、カメラによって記録された画像を、ディスプレ
イの少なくとも一部上に、鏡像として提示するように構成される。この仮想ミラー装置は
、上述の適応照明システムの実施形態と同様の実施形態、利点及び効果を有する。
【００２８】
　オプションで、上記複数の個別制御可能な光源が、ディスプレイの外周の少なくとも一
部の位置又はその付近の位置に設けられる。あるいは、ディスプレイ及びプロセッサがま
た、ディスプレイの外周又はその付近に位置するディスプレイの部分を、上記複数の個別
制御可能な光源によって使用するように構成される。特に、ディスプレイのエッジ（外周
付近）の近くに配置されたピクセルが、制御可能な光強度の白色光を放出するように制御
され得る。理論的には、各ピクセルを個別に制御することができ、また、ピクセル群によ
って放出される光の量を制御することもできるとし得る。
【００２９】
　本発明の一態様によれば、ミラーコンポーネント用の適応照明システムの光源を制御す
る方法が提供される。ミラーコンポーネントは、当該ミラーコンポーネントのミラー表面
にユーザの鏡像を示すように構成される。当該方法は、ｉ）ミラー表面に対するユーザの
頭部の相対的な向きを検出し、且つユーザの頭部がミラー表面に対して特定の方向に向け
られているかを指し示すセンサ信号を提供するステップであり、該特定の方向は、頭部が
ミラー表面に対して上向き又は下向きの方向に向けられるものと、頭部が左向き又は右向
きの方向に向けられるものと、頭部がミラー表面に向かっているものと、のうちの少なく
とも１つを有する、ステップと、ｉｉ）センサ信号に基づいて、複数の個別制御可能な光
源に対する制御信号を生成するステップであり、該制御信号の生成は、頭部が左向き、上
向き、右向き及び／又は下向きに向けられていることをセンサ信号が指し示す場合に、ユ
ーザの目に向けてもっと低い光放射が得られるように実行される、ステップと、を有する
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。この方法は、上述の適応照明システムの実施形態と同様の実施形態、利点及び効果を有
する。
【００３０】
　本発明の一態様によれば、仮想ミラーを制御する方法が提供される。当該方法は、ｉ）
上述の適応照明システムの光源を制御する方法の実施形態と、ｉｉ）ディスプレイの前の
ユーザの頭部の画像を取得するステップであり、該ディスプレイがミラー表面として機能
するように構成される、ステップと、ｉｉｉ）ディスプレイの一部上にユーザの頭部の画
像を提示するステップと、を有し、取得された頭部の画像が、ミラー表面に対するユーザ
の頭部の相対的な向きを検出する段階でも使用される。この方法は、上述の光源を制御す
る方法及び上述の適応照明システムの実施形態と同様の実施形態、利点及び効果を有する
。
【００３１】
　本発明の一態様によれば、ミラーコンポーネント用の適応照明システムの光源を制御す
るためのコンピュータプログラムプロダクトが提供される。当該プログラムは、プロセッ
サに、上述のミラーコンポーネント用の適応照明システムの光源を制御する方法の実施形
態を実行させるように機能する。このコンピュータプログラムプロダクトは、上述の光源
を制御する方法及び上述の適応照明システムの実施形態と同様の実施形態、利点及び効果
を有する。
【００３２】
　本発明の一態様によれば、仮想ミラーを制御するためのコンピュータプログラムが提供
される。当該プログラムは、プロセッサに、上述の仮想ミラーを制御する方法の実施形態
を実行させるように機能する。
【００３３】
　本発明に従った装置及び方法の更なる好適実施形態が、添付の特許請求の範囲に与えら
れており、その開示をここに援用する。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
　以下の説明において例として記述される実施形態を更に参照することで、また、以下の
図を含む添付の図面を参照することで、本発明のこれら及び他の態様が明らかになる。
【図１】適応照明システムの一実施形態を概略的に示している。
【図２】ミラー装置の一実施形態を概略的に示している。
【図３】仮想ミラー装置の一実施形態を概略的に示している。
【図４】ミラーの前のユーザの頭部を概略的に示している。
【図５】動作中のミラー装置の適応照明システムを概略的に示している。
【図６】適応照明システムの光源を制御する方法の一実施形態と、仮想ミラーを制御する
方法の一実施形態とを概略的に示している。
【図７】コンピュータプログラムプロダクトの一実施形態を概略的に示している。
【００３５】
　図は純粋に図式的であり、縮尺通りに描かれていない。図面において、既述の要素に対
応する要素は、同じ参照符号を有することがある。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　図１は、ミラーコンポーネント用の適応照明システム１００の一実施形態を概略的に示
している。ミラーコンポーネントは、当該ミラーコンポーネントのミラー表面にユーザの
鏡像を示すように構成される。適応照明システム１００は、複数の個別に制御可能な光源
１１１．．１１９と、センサ１０２と、コントローラ１０４とを有している。使用におい
て、複数の個別制御可能な光源１１１．．１１９は、当該複数の個別制御可能な光源１１
１．．１１９が光を放つ場合に、その光が、ミラー表面の前に位置するユーザの頭部（図
示せず）に向けて放射されるように、ミラー表面の外周の少なくとも一部又はその付近に
配置される。ミラー表面の外周又はその付近というのは、複数の個別制御可能な光源１１
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１．．１１９が、ミラー表面の一部の周りに配置され得ること、又は、それらが、ミラー
表面の中心に対してよりもミラー表面の外周に対して近く配置されて、ミラー表面の外周
より内側に配置され得ることを意味する。複数の個別制御可能な光源１１１．．１１９は
、ミラー表面の外周の一部に直接隣接する位置に配置されてもよい。
【００３７】
　複数の個別制御可能な光源１１１．．１１９は制御可能であり、これが意味することは
、少なくとも、個々の光源１１１．．１１９が放つ光の量が、制御可能であり得るという
ことである。これは、制御信号１２１．．１２９によって行われ得る。各光源１１１．．
１１９は、単一の光エミッタを有していてもよいし、一群の光エミッタを有していてもよ
い。一例において、光源１１１．．１１９は、一群の発光ダイオードを有する細長いスト
リップである。一例において、光源１１１．．１１９は、オプションでルミネセント材料
を備える１つ以上の発光ダイオードを有する。オプションで、光源１１１．．１１９は、
色空間の黒体線に近い色点を持つ実質的に白色の光を放つように構成される。
【００３８】
　オプションで、光源１１１．．１１９は、制御可能な方向に光ビームを放射することが
でき、且つ／或いは、光ビームの幅が制御可能である。そのような光源１１１．．１１９
は、１つ以上の光エミッタと、光学素子とを有し得る。例えば、光学素子は、１つ以上の
光エミッタに対して可変の位置へと制御され得る例えばレンズであり、それにより、光ビ
ームの方向及び／又は幅が制御される。
【００３９】
　例えば、発光ダイオード（ＬＥＤ）などの１つ以上のソリッドステート光エミッタや、
蛍光灯管や、１つ以上の白熱灯などの、好適な光エミッタを有する如何なる好適な光源が
使用されてもよい。各光源は、制御信号に応じて（１つ以上の）光エミッタに提供される
信号を生成する駆動回路を有し得る。
【００４０】
　図１は、９個の光源１１１．．１１９が存在することを示唆し得る。しかしながら、適
応照明システム１００の実施形態は、９個の光源だけに限定されるものではない。この文
書の文脈において意味があるのは、使用時にミラーコンポーネントの外周の一部又はその
付近に配置された複数の光源が存在するということである。例えば、一実施形態において
、ミラーは、その左側、右側及び頂部側に光源１１１．．１１９を有する。
【００４１】
　センサ１０２は、ミラー表面に対するユーザの頭部の相対的な向きを検出するように構
成される。センサ１０２は、使用時に、ユーザの頭部がミラー表面に対して特定の方向に
向けられているかを指し示すセンサ信号１０３を提供するように構成される。動詞“向け
る”の代わりに、“少なくとも部分的に回転させる”と読んでもよい。上記特定の方向は
、頭部がミラー表面に対して上向き又は下向きの方向に向けられるものと、頭部が左向き
又は右向きの方向に向けられるものと、頭部がミラー表面に向かっているものと、のうち
の少なくとも１つを有する。頭部がミラーに向かっているとは、頭部がミラー表面に対し
て回されておらず、すなわち、換言すれば、頭部の正面がミラー表面に面していることを
意味する。センサ信号１０３はまた、頭部が向けられる複数の方向の組合せを指し示すこ
とができ、例えば、頭部は、上向き及び左向きの方向に同時に向けられてもよい。オプシ
ョンで、センサ１０２はまた、ユーザの頭部とミラー表面との間の距離を検出するように
構成される。
【００４２】
　図４を参照するに、ミラー４４０に対する頭部４６０の向きの複数の異なるパラメータ
が示されている。図４は、ミラー４４０の前のユーザの頭部４６０を概略的に示している
。ミラー４４０と頭部４６０との間の距離が、Ｄで指し示されている。さらに、座標系が
、ミラー４４０を通るように概略的に描かれている。説明のため、座標系はミラー４４０
に対して固定であり、ユーザが頭部４６０を動かすと、その動きが、座標系内で頭部４６
０の要素の異なる座標をもたらすと仮定する。なお、座標系はまた、ユーザの頭部４６０
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に対して固定であってもよく、ユーザが頭部４６０を動かすと、又はミラー４４０が動か
されると、ミラー４４０が座標系内で異なる座標を得るのであってもよい。
【００４３】
　ｚ軸４６２は、ミラー４４０の面内に置かれ、且つミラー４４０の上下方向に向けられ
ている。ｘ軸４６６は、ｚ軸４６２に垂直に置かれ、且つミラー４４０の左側方向に向け
られている。ｙ軸４６４は、ｘ軸４６６及びｚ軸４６２に垂直であり、従って、ｙ軸４６
４は、ミラー４４０に対しても垂直に置かれている。ミラー４４０に対するユーザの頭部
４６０の距離は、ミラー４４０のＹ座標と頭部４６０の正面側のＹ座標との差によって規
定される。ユーザが自身の頭部４６０を左向きの方向に向ける場合（これは、ユーザの視
点から見た左向きである）、ユーザの頭部４６０は、ｚ軸４６２に関して反時計回りの方
向に回る。そして、例えば、ユーザの目のｘ座標が、より高い値に向かって変化し（ユー
ザの視点から見たときのｘ軸４６６の左側部分がｘ軸４６６の正の部分であると仮定して
いる）、目のｚ座標は同じままであり、ユーザの左目のｙ座標は増加し、ユーザの右目の
ｙ座標は減少する（ユーザの頭部４６０の方向を指すｙ軸４６４の部分が、ｙ軸４６４の
正の部分であると仮定している）。ユーザが自身の頭部４６０を右向きの方向に向ける場
合には（これは、ユーザの視点から見た右向きである）、ユーザの頭部４６０は、ｚ軸４
６２に関して時計回りの方向に回る。ユーザが自身の頭部４６０を上向きの方向に向ける
場合には、ユーザの頭部４６０は、ｘ軸４６６に関して時計回りの方向に回る。ユーザが
自身の頭部４６０を下向きの方向に向ける場合には、ユーザの頭部４６０は、ｘ軸４６６
に関して反時計回りの方向に回る。しばしば、ピッチ運動、ロール運動、ヨー運動なる用
語が、例えばユーザの頭部４６０などの前向きの物体に関して（及びまた、例えば平面に
関して）使用される。図４において、ピッチ運動は、頭部４６０の上向き／下向きの運動
であるｘ軸４６６周りの回転である。図４において、ヨー運動は、頭部４６０の左向き／
右向きの運動である頭部４６０のｚ軸周り回転である。図４において、ロール運動は、ｙ
軸４６４周りの回転である。関連し得る更なるタイプの運動は、頭部４６０の並進運動で
ある。並進運動では、頭部４６０が、軸のうちの１つの周りで回転されずに、軸のうちの
１つ以上に沿って動かされる。上方及び下方への並進運動はｚ軸４６２に沿い、左右の並
進運動は、ｘ軸４６６に沿う。
【００４４】
　センサ１０２は、ユーザがミラーコンポーネントの前にいる場合にユーザの頭部４６０
の画像を取得するように構成されたカメラ１１０を有し得る。例えば、カメラ１１０は、
ミラー表面の真上に配置されて、ミラー表面の前の空間の画像を取得する。カメラ１１０
はまた、半透明のミラー表面の背後に配置されてもよく、あるいは、ミラー表面が、その
背後にカメラ１１０が設けられる透明領域によって中断されてもよい。この文書の文脈に
おいて、カメラ１１０がミラー表面に直接隣接して配置されるのか、それとも、ミラー表
面の背後に配置されるのかは重要ではない。カメラ１１０はまた、ミラー表面から離れた
距離に配置されてもよい。常に重要であるのは、得られた画像を使用して、ユーザの頭部
４６０がミラー表面に対してどのように向けられているかを検出することができるように
、カメラ１１０がミラー表面に対してどのように位置付けられているかを適応照明システ
ム１００が知っていることである。
【００４５】
　センサ１０２はまた、カメラ１１０によって取得された画像を受け取るようにカメラ１
１０に結合された画像処理ユニット１１２を有し得る。画像処理ユニット１１２は、画像
内でユーザの頭部４６０を認識し、且つミラー表面に対する頭部４６０の相対的な向きを
検出するように構成される。これらの相対的な向きの認識の結果として、画像処理ユニッ
ト１１２は、センサ信号１０３を生成し得る。画像処理ユニット１１２はまた、カメラ１
１０から受け取った画像に基づいて、ミラー表面とユーザの頭部４６０との間の距離を推
定するように構成されてもよい。図１では、画像処理ユニット１１２とコントローラ１０
４とが別々のユニットとして描かれているが、画像処理タスク／機能はまたコントローラ
１０４によって実行されてもよく、その場合、センサ１０２のコンポーネントが、カメラ
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１１０及びコントローラ１０４にわたって分散される。
【００４６】
　画像処理ユニット１１２は、画像内の人間の顔及び／又は画像内の人間の顔の目印を検
出するアルゴリズムを有し得る。特に、それらの目印は、ミラー表面に対するユーザの頭
部４６０の相対的な向きを検出するために使用されることができる。目印の例は、目、鼻
、口、耳、眉などである。例えば、顔の左側部分のうちの小さい部分と、顔の右側部分の
うちの大きい部分とが画像内に存在する場合、画像処理ユニット１１２は、頭部がミラー
表面に対して左向きの方向に向けられていると判断し得る。例えば、画像内で左の耳だけ
が見える場合、画像処理ユニット１１２は、頭部４６０が右向きの方向に向けられている
ことを検出し得る。画像処理ユニット１１２はまた、頭部４６０の動きを考慮に入れても
よく、これは、連続した画像間の差異を分析して、頭部４６０がミラー表面に対して相対
的に移動しているかを検出することを意味する。例えば、後続の画像において目と顎が上
向きの方向に移動する場合、且つ同時に目が小さくなり顎が大きくなる場合、画像処理ユ
ニット１１２は、頭部４６０が上向きの方向に向けられていることを検出し得る。画像処
理ユニット１１２は、それに基づいて頭部４６０とミラー表面との間の距離が推定される
パラメータとして、画像内の頭部４６０の大きさを使用し得る。ミラー表面に対するユー
ザの頭部４６０の距離を検出することはまた、他のタイプのセンサ１０２及び／又は画像
処理技術を用いて実行されてもよく、それらの一部の例は、静電容量式センシング、飛行
時間測定（例えば、電磁波がセンサ１０２からユーザの頭部４６０まで及びそれに続いて
ユーザの頭部４６０からセンサ１０２まで進行するのにかかる時間が測定される）、３Ｄ
画像記録及び３Ｄ画像処理技術、テクスチャ照明、奥行き推定又は検出と併せた２Ｄ画像
記録（例えば、連続的に点灯して見えるように素早くスイッチオンされる複数の光源を循
環させ、鼻や眉などから顔に投じられる影を高キャプチャレートで観察する）などである
。
【００４７】
　代わりに、センサ１０２は、ユーザの頭部４６０の既知の位置に配置された２つの素子
を用いて、ユーザの頭部４６０の向きを検出するように構成されてもよく、例えば、生成
される電磁場（例えば、上記２つの素子によって生成される）及び／又はそれら生成され
る磁場の変化に基づいて、向きが検出される。例えば、ユーザは、左側フィールド発生器
と右側フィールド発生器とを有する一対の眼鏡を着用することができ、適応照明システム
は、ミラー表面に近い位置に配置されたフィールドセンサを有し、そして、ミラー表面に
対するユーザの頭部４６０の向きを検出するための基礎として、受信した左側及び右側の
フィールドの強度を測定する。また、センサ１０２が特定のフィールドを生成してもよく
、ユーザの頭部近くの固定位置を持つ素子がこの特定のフィールドに影響を及ぼし、そし
て、センサが、素子の位置が変化したことの結果としてのフィールドの変化を検出し得る
。
【００４８】
　代わりに、センサ１０２は、ミラー表面の周囲に取り付けられた光源の角膜反射を評価
することによって、ユーザの目の注視方向を検出するように構成されてもよい。カメラベ
ースの視線追跡の分野から知られていることには、観察されるシーンの角膜反射に対して
瞳孔の中心を評価することによって、瞬間的な視線の注視点を推定することができ、更な
る詳細は米国特許第９２３７８４４号にて提供されている。この実施形態は、装置の内蔵
アクティブ可視光源を使用する伝統的な注視追跡ソリューションに対する利点を有する。
伝統的な注視追跡ソリューションは、目の画像をキャプチャするための不可視のアクティ
ブ赤外線照明及び赤外線角膜反射を使用する傾向にある。従って、存在している角膜反射
を使用して、ミラーにおける注視の方向（又はその近傍）にある発光セグメントを特定す
ることができる。
【００４９】
　それに代わる一実施形態は、顔追跡のため又は注視追跡のための何れかの、可視及び赤
外線での照明並びに可視及び赤外線での画像キャプチャの組み合わせに基づく。
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【００５０】
　適応照明システム１００のコントローラ１０４は、センサ信号１０３を受信するために
センサ１０２に結合されている。コントローラ１０４は、センサ信号１０３に基づいて複
数の制御信号１２１．．１２９を生成するように構成される。コントローラ１０４は、制
御信号１２１．．１２９を複数の個別制御可能な光源１１１．．１１９に提供するために
、複数の個別制御可能な光源１１１．．１１９に結合されている。コントローラ１０４は
、ミラー表面に対する複数の個別制御可能な光源１１１．．１１９の位置の知識を有して
おり、例えば、複数の光源１１１．．１１９のうちのどれが（ミラーコンポーネントの前
に存在するユーザから見て）ミラー表面の左側に配置され、複数の光源１１１．．１１９
のうちのどれが上側に配置され、複数の光源１１１．．１１９のうちのどれが下側に配置
され、等々の知識を有している。制御信号１２１．．１２９の生成は以下のようにされ、
すなわち、頭部４６０が左向き、上向き、右向き及び／又は下向きに向けられていること
をセンサ信号１０３が指し示す場合に、ユーザの目に向けて光を放射する光源１１１．．
１１９が、より少ない光をユーザの目に向けて放射するように制御される。換言すれば、
ユーザの目に向けてもっと低い光放射を得るように制御信号１２１．１２９が制御される
。故に、頭部４６０が左向きの方向に向けられる場合、目は、大部分の光を、ミラー表面
の左側に配置された光源１１１．．１１９から受けることになり、そこで、ミラー表面の
左側にある光源１１１．．１１９が、より少ない光を放つように制御される。ユーザの頭
部４６０が斜めに右／下向きの方向に向けられる場合、目は、光の大部分を、ミラー表面
の底部／右側にある光源１１１．．１１９から受けることになり、そこで、これらの光源
１１１．．１１９が暗くされる。それにより、ユーザが眩しさを経験することが防止され
、あるいは、少なくとも、ユーザが眩しさを経験したとしても眩しさの量が低減される。
要するに、コントローラ１０４は、眩しさに寄与し得る光源が暗くされるように、光源１
１１．．１１９を制御するように構成される。
【００５１】
　一実施形態において、コントローラ１０４は、どの光源１１１．．１１９又はどのグル
ープの光源１１１．．１１９がユーザの目に最も近いかを決定するように構成され、そし
て、それらの光源１１１．．１１９が、その他の光源１１１．．１１９と比較して、より
少ない光を放つように制御される。例えば、コントローラ１０４は、光源１１１．．１１
９のうちの、どの２０％が、又は代替的に、どの３０％が、目に最も近いかを決定する。
【００５２】
　一実施形態において、より少ない光を放たなければならない光源１１１．．１１９とは
反対側の光源１１１．．１１９は、コントローラ１０４によって、より多くの光を放つよ
うに制御される。この文脈において、反対側が意味することは、ミラー表面の外周に沿っ
てみたときに、より多くの光を放つように制御される光源１１１．．１１９が、より少な
い光を放つように制御される光源１１１．．１１９とは、ミラー表面の他方側にあるとい
うことである。反対側の光源１１１．．１１９は、ユーザの目の中に直接には多くの光を
放射せず、故に、それらの光放射レベルの増加は更なる眩しさをもたらさず、それらの光
放射レベルの増加は、ユーザの顔の一部のいっそう良好な照明をもたらす。
【００５３】
　一実施形態において、先述のように、複数の個別制御可能な光源１１１．．１１９は、
受信した制御信号１２１．．１２９に基づいて、放射光ビームの幅及び放射光ビームの方
向のうちの少なくとも一方を制御するように適応され得る。この実施形態において、コン
トローラ１０４は、ミラー表面の前のユーザの頭部４６０に対する複数の個別制御可能な
光源１１１．．１１９の相対的な位置の知識、及びオプションで、ミラー表面に対する目
の位置の知識を有すると仮定する。コントローラ１０４は、使用中にユーザの目に向けて
光を放つ光源１１１．．１１９の一部が、ユーザの目に向けてもっと低い光放射を得るよ
うに、放射光ビームの方向及び放射光ビームの幅のうちの少なくとも一方を適応させねば
ならないことを指し示す制御信号１２１．．１２９を生成するように構成され得る。先述
の実施形態に沿って、ユーザの目に近い側の光源１１１．．１１９の光ビームの幅及び／
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又は方向は、眩しさの経験を防止又は低減するように適合され得る。
【００５４】
　一実施形態において、コントローラ１０４は、データストレージ１０６を有する。コン
トローラ１０４は、データストレージ１０６に、ユーザの少なくとも１つの特徴とそれぞ
れのユーザに属する眩しさ感度インジケータとを含むユーザプロファイルを記憶するよう
に構成され得る。この実施形態において、センサ１０２はまた、ユーザがミラーコンポー
ネントの前にいる場合に、ユーザの上記少なくとも１つの特徴を検出するように構成され
ることができ、また、センサ１０２は、少なくとも１つの検出した特徴をセンサ信号１０
３に含めることができ。コントローラ１０４は、受け取った（センサ信号１０３によって
提供される）ユーザの検出された少なくとも１つの特徴と一致するユーザプロファイルを
、データストレージ１０６から選択するように構成され得る。コントローラ１０４は、続
いて、選択したユーザプロファイルの眩しさ感度インジケータを使用して制御信号１２１
．．１２９を生成し得る。眩しさ感度インジケータが高めである場合、ユーザの目に向か
う光放射が、眩しさ感度インジケータが低めである状況よりも大幅に暗くされる。
【００５５】
　上記少なくとも１つの特徴は、センサ１０２が検出する情報から認識されることができ
るユーザのバイオメトリック特徴とし得る。例えば、バイオメトリック特徴は、人間の顔
の目印の相対的な位置（例えば、両目間の距離が、どのように、一方の目から鼻までの距
離及び鼻から口までの距離に関係しているか、のようなもの）とし得る。このようなバイ
オメトリック特徴は、先述のようにセンサ１０２がカメラ１１０と画像処理ユニット１１
２とを有するときに、容易に検出可能であり、画像処理ユニット１１２は更に、ユーザの
顔の画像内でバイオメトリック特徴を検出するように構成され得る。また、センサ１０２
によって読み取られることができる（電子）タグ（例えば、ユーザの眼鏡の部分）をユー
ザが有していて、ユーザＩＤがセンサ１０２によって受信され得るとしてもよい。比較的
少人数の家族の中では、センサ１０２はまた、家族のうちのどのユーザがミラーの前に立
っているのかを、ユーザの身長を推定し、推定した身長をデータストレージ１０６に記憶
された身長値と比較することによって決定し得る。また、ユーザが、カメラ１１０によっ
て記録されてプロセッシングユニット１１２によって認識される特定のジェスチャを提供
してもよく、それにより、異なるジェスチャを異なるユーザに割り当てることによって、
複数の異なるユーザが認識され得る。代わりに、適応照明システム１００が、ミラーの前
に位置する体重計に結合されてもよく、測定された体重を用いて、家族のどの人がミラー
の前に立っているかを決定してもよい。代わりに、適応照明システム１００が、指紋セン
サを組み込んだ歯ブラシ又はシェーバに結合されてもよく、検出されたユーザの指紋を用
いて、ミラーの前のユーザが識別される。眩しさ感度値は、ユーザの年齢であってもよい
。何故なら、高齢の人ほど眩しさに敏感であることが多いからである。眩しさ感度値はま
た、或る値であって、そのうちの高い値が、例えば、ユーザが眩しさに対して比較的敏感
であることを指し示す、という値であってもよい。
【００５６】
　一実施形態において、コントローラ１０４は、ユーザとミラーコンポーネントとの間の
検出された距離に基づいて、複数の個別制御可能な光源１１１．．１１９の光放射を制御
するように構成され得る。先述のように、センサ１０２も、このような距離を検出するよ
うに構成され得る。例えば、コントローラ１０４は、ユーザがミラーコンポーネントから
第１の最大距離以内にいる場合に、複数の個別制御可能な光源１１１．．１１９をスイッ
チオンし得る。例えば、ユーザが（もっと）近付いて、例えばミラーコンポーネントから
の第２の最大距離よりも近い場合、眩しさを防止するために、複数の個別制御可能な光源
１１１．．１１９の光放射が低減され得る。ユーザがミラーコンポーネントから第１の最
大距離の外にいる場合、コントローラ１０４は、複数の個別制御可能な光源１１１．．１
１９をスイッチオフし得る。故に、一実施形態において、この距離が、複数の個別制御可
能な光源１１１．．１１９をオン及び／又はオフに切り換えるために使用される。他の一
実施形態において、この距離は、眩しさ制御にも使用されることができ、ユーザがミラー
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コンポーネントに比較的接近すると、眩しさを防止するために、複数の個別制御可能な光
源１１１．．１１９の光放射が暗くされる。
【００５７】
　この文脈においては、これまた言及しておくべきことには、ユーザが自身の頭部４６０
を、例えば左横平行移動又は右横平行移動で、ミラー表面に対して平行に動かすのでもよ
い。センサ１０２はまた、頭部４６０の並進運動を検出し、この情報をセンサ信号１０３
を介してコントローラ１０４に伝達するように構成され得る。コントローラ１０４は、複
数の個別制御可能な光源１１１．．１１９のうち、ユーザの目に近い側のサブグループの
光放射を低減させる制御信号１２１．．１２９を生成するように構成され得る。一実施形
態において、センサ１０２及びコントローラ１０４は、ユーザの頭部４６０がロール運動
（これは、図４の文脈で説明したように、ミラー表面に垂直な軸の周りでの頭部の回転で
ある）をしている場合に、同様にして動作するように構成されてもよい。
【００５８】
　一実施形態において、適応照明システム１００は、ミラーの前にユーザが存在している
かを検出するように構成された低電力ユーザ存在センサ１０８を有し得る。このような低
電力ユーザ存在センサ１０８は、ミラーコンポーネントの前にユーザが存在しているかを
指し示す信号を、コントローラ１０４及び／又はセンサ１０２に提供し得る。コントロー
ラ１０４及び／又はセンサ１０２は、低電力ユーザ存在センサ１０８がミラーコンポーネ
ントの前にユーザを検出しない場合、より低電力のモードに入るように構成されることが
でき、コントローラ１０４及び／又はセンサ１０２は、低電力ユーザ存在センサ１０８が
ミラーコンポーネントの前にユーザを検出した場合に自身の動作を開始するように構成さ
れ得る。それにより、ユーザが存在しない場合にはコントローラ１０４及び／又はセンサ
１０２が多くの電力を消費しないので、エネルギーを節減し得る。低電力ユーザ存在セン
サ１０８は、例えば、５００ミリワット未満、１００ミリワット未満、又は更には１０ミ
リワット未満といった、比較的低いエネルギー量を消費するように構成される。低電力ユ
ーザ存在センサの一例は、Ｓｉｌｉｃｏｎ　Ｌａｂｓ社のＳｉ１１０２近接センサＩＣで
あり、このセンサは、放射される赤外光の反射に基づいており、検出回路による消費エネ
ルギー量は１ｍＷ未満であり、加えて、赤外発光の発光ダイオード（例えば、１００ミリ
ワットを使用し得る）を設ける必要がある。このような低電力ユーザ存在センサ１０８は
、例えば電磁場を生成することができ、ユーザの存在を検出するために電磁場の変化が検
出される。あるいは、このような低電力ユーザ存在センサ１０８は電極を有し、ユーザの
存在を検出するために電極間のキャパシタンスの変化が検出される。しばしば、部屋の居
室検出にも使用されることが多い受動赤外線（ＰＩＲ）センサが使用される。代わりに、
適応照明システム１００が、ミラーの前に置かれたはかり又はバスルーム内の感知式フロ
アタイルに結合され、これらの素子を用いて、誰かがミラーの近くに存在しているかが検
出される。代わりに、バスルームの明かりがスイッチオンされることをセンサが検出して
もよく、これが、ユーザの存在の指し示すインジケーションとして使用される。
【００５９】
　一実施形態において、適応照明システム１００は、ミラーコンポーネントの周辺の照明
レベルを感知するように構成及び適応された周辺光レベルセンサ１１４を有する。コント
ローラ１０４は、感知された周辺の照明レベルについての情報を受信するために、周辺光
レベルセンサ１１４に結合され得る。コントローラ１０４は、制御信号１２１．．１２９
を生成するときに、感知された照明レベルを考慮に入れるように構成され得る。制御信号
１２１．．１２９は、感知された照明レベルが比較的低い場合には、ユーザの目に向かう
光放射の、より大幅の低減を指し示し、制御信号は、感知された照明レベルが比較的高い
場合には、ユーザの目に向かう光放射の、より小幅の低減を指し示す。
【００６０】
　図２は、ミラー装置２００の一実施形態を概略的に示している。ミラー装置２００は、
ミラー２４０と、図１の文脈で説明したような適応照明システム１００の実施形態とを有
している。ミラー２４０は、ミラー２４０の前に自身の頭部４６０を位置付けるユーザに
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対して鏡像を提示する鏡面反射表面を有している。ミラー２４０はミラーコンポーネント
を形成し、ミラーの鏡面反射表面は、図１の文脈で説明した実施形態のミラー表面である
。ミラー２４０の外側エッジが、ミラー２４０の外周２４２を画成している。例えば、複
数の個別制御可能な光源２１１、２１１’、２１１”などが、ミラー２４０の外周２４２
の周りに配置されている。ミラー装置２００の頂部に、カメラ２０２の眼が配設されてい
る。カメラ２０２は、ミラー２４０の前にある空間の方に向けられ、例えば、ミラー２４
０の前にあるユーザの頭部の画像を取得する。ミラー装置２００はまた、ミラー２４０の
背後に配置され得るコントローラ２０４を有し、コントローラ２０４は、カメラ２０２及
び複数の個別制御可能な光源２１１、２１１’、２１１”などに結合され得る。図１の文
脈にて、カメラ１１０とともにセンサ１０２に含まれる画像処理ユニット１１２について
説明した。なお、画像処理ユニット１１２の機能又はタスクは、コントローラ２０４によ
って実行されることもできる。図１の説明に沿って、ユーザの頭部４６０がミラー２４０
の前にある場合、且つユーザが自身の頭部を例えば右下向きの方向に向けた場合、ユーザ
の目が、図２に２１１、２１１’、２１１”で指し示されている光源のサブグループの近
くに移動する。この動きが、カメラ２０２によって観察され、そしてコントローラ２０４
によって検出されると、コントローラ２０４は、光源２１１、２１１’、２１１”に対し
て、それらが自身の光放射を減少させなければならないことを指し示す制御信号を生成し
得る。適応照明システムの一実施形態によれば、その場合に、ミラー２４０の反対側にあ
る光源は、それらの光照明を増加させるように制御され得る。
【００６１】
　図２のミラー装置２００は例えば、髭を剃ること又は化粧品を塗ったり落としたりする
ことのためにしばしば使用される化粧鏡である。
【００６２】
　図３は、仮想ミラー装置３００の一実施形態を概略的に示している。仮想ミラー装置３
００は、例えば、ディスプレイ３５０と、カメラ３０２と、プロセッサ３０４と、例えば
ボタン３６０とを有する携帯電話によって提供される。先述した適応照明システム１００
の実施形態が、仮想ミラー装置３００上に実装され得る。カメラ３０２が、ディスプレイ
３５０の前の空間の画像を取得し、取得された画像が、ディスプレイ３５０のうち比較的
大きい中央部分３５４上に鏡像として提示される。故に、ユーザが自身の頭部を仮想ミラ
ー装置３００の前に位置付けると、ユーザは自身の顔をディスプレイ３５０の部分３５４
上で見ることができる。ディスプレイ３５０のエッジ又は外周が、図３において、参照符
号３５２によって指し示されている。外周３５２付近のディスプレイ３５０の領域が、プ
ロセッサ３０４によって、個別制御可能な光源３１１として動作するように制御される。
プロセッサ３０４は、例えば、外周３５２付近のディスプレイ３５０の領域のピクセルの
色を、比較的高い光放射レベルにある白色であるように制御することができ、それにより
、ディスプレイ３５０の外周３５２付近のディスプレイ３５０の領域は、仮想ミラー装置
３００の前に自身の頭部を位置付けている人の顔を照明する光源３１１として機能する。
説明した適応照明システム１００の実施形態に沿って、外周３５２付近のディスプレイ３
５０の領域の照明レベルが、仮想ミラー装置３００に対するユーザの頭部の相対的な向き
に基づいて制御される。ユーザは、例えば、頭部の側面を調べるために、自身の頭部を回
したり、頭部の周りで仮想ミラー装置３００を動かしたりし得る。仮想ミラー装置３００
のプロセッサ３０４が、適応照明システム１００のセンサ１０２の画像処理ユニット１１
２及び適応照明システム１００のコントローラ１０４の機能を実装するコンピュータプロ
グラムを実行し得る。すると、プロセッサ３０４は、ディスプレイに対して頭部が回され
ていることを検出することができ、そして、制御可能な光源として機能するディスプレイ
３５０の領域／光源３１１の一部の照明レベルを低下させることができ、特に、ユーザの
目に近い側の領域／光源の光放射が低減される。
【００６３】
　図５は、動作中のミラー装置２００の適応照明システム１００を概略的に示している。
図５には、典型的なバスルーム設定が描かれており、例えば髭剃り中に、ユーザが自身の



(18) JP 2019-512847 A 2019.5.16

10

20

30

40

50

頭部５６０／５６０’を化粧鏡５４０の前に位置付ける。図５には、図４の文脈における
ｚ軸である軸５６２が示されている。左側（Ａ）において、ユーザは自身の頭部５６０を
右向きの方向に向けており、頭部５６０が軸５６２の周りで時計回りに回転されている。
右側（Ｂ）において、ユーザは自身の頭部５６０’を左向きの方向に向けており、頭部５
６０’が軸５６２の周りで反時計回りに回転されている。図５の例において、化粧鏡５４
０は例えば半透明である。複数の個別制御可能な光源１１１．．１１９が、半透明の化粧
鏡５４０の背後に設けられ、化粧鏡５４０のエッジの近くに配置される。また、半透明の
ミラー５４０の背後にカメラ１１０が設けられ得る。カメラ１１０は、化粧鏡５４０の前
の空間の画像、及び故に、使用時にはユーザの頭部５６０、５６０’の画像を取得する。
画像処理ユニット１１２が、ユーザが自身の頭部を左向き、右向き、上向き及び／又は下
向きに向けたかを検出する。ユーザが自身の頭部５６０、５６０’を回したことが検出さ
れた場合、適応照明システム１００のコントローラ１０４は、ユーザの目に比較的近い光
源１１１．．１１９の少なくとも一部を、より少ない光を放つように制御し、及びオプシ
ョンで、光源の別の一部を、より多くの光を放つように制御する。例えば、（Ａ）に示さ
れることには、ユーザが自身の頭部５６０を右向きの方向に向けた場合、化粧鏡５４０の
右端付近に配置された光源である光源１１１．．１１９の部分５１２が、比較的少量の光
を放つ（目に見える光源の表示を描かないことによって、このことを概略的に示している
）ように制御される。故に、回された頭部５６０の目に最も近い光源である光源１１１．
．１１９のうちの部分５１２が暗くされる。なお、暗くするとは、光源１１１．．１１９
の部分５１２がスイッチオフされること、又は光源１１１．．１１９の部分５１２によっ
て放たれる光の量が、ユーザの頭部５６０が回されていない状況と比較して低減されるこ
と、の何れも意味し得る。例えば、（Ａ）に示されることには、ユーザが自身の頭部を右
向きの方向に向けた場合、化粧鏡５４０の左端付近に配置された光源である光源１１１．
．１１９の部分５１１が、比較的多量の光を放つ（明瞭に目に見える円として光源を描く
ことによって、このことを概略的に示している）ように制御される。例えば、（Ｂ）に示
されることには、ユーザが自身の頭部５６０’を左向きの方向に向けた場合、化粧鏡５４
０の右端付近に配置された光源である光源の部分５１２’が、比較的多量の光を放つよう
に制御される。例えば、（Ｂ）に示されることには、ユーザが自身の頭部５６０’を左向
きの方向に向けた場合、化粧鏡５４０の左端付近に配置された光源である光源の部分５１
１’が、比較的少量の光を放つように制御される。状況（Ａ）及び（Ｂ）のどちらにおい
ても、ユーザの目は化粧鏡５４０の光源から少なめの光を受けており、故に、眩しさが防
止される。状況（Ａ）及び（Ｂ）のどちらにおいても、化粧鏡５４０の方に面している側
の頭部５６０、５６０’は比較的多量の光を受けており、それ故に、そこが十分に照らさ
れ、ユーザは、その側の頭部５６０、５６０’を十分に調べることができる。
【００６４】
　図６は、適応照明システムの光源を制御する方法６００の一実施形態と、仮想ミラーを
制御する方法６５０の一実施形態とを概略的に示している。適応照明システムの光源を制
御する方法６００は、ｉ）ミラー表面に対するユーザの頭部の相対的な向きを検出し、且
つユーザの頭部がミラー表面に対して特定の方向に向けられているかを指し示すセンサ信
号を提供するステップ６０２であり、上記特定の方向は、頭部がミラー表面に対して上向
き又は下向きの方向に向けられるものと、頭部が左向き又は右向きの方向に向けられるも
のと、頭部がミラー表面に向かっているものと、のうちの少なくとも１つを有する、ステ
ップと、ｉｉ）センサ信号に基づいて、個別制御可能な光源に対する制御信号を生成する
ステップ６０４であり、該制御信号の生成は、頭部が左向き、上向き、右向き及び／又は
下向きに向けられていることをセンサ信号が指し示す場合に、ユーザの目に向けてもっと
低い光放射が得られるように実行される、ステップとを有する。仮想ミラーを制御する方
法６５０は、ａ）適応照明システムの光源を制御する方法６００と、ｂ）ディスプレイの
前のユーザの頭部の画像を取得するステップ６５２であり、該ディスプレイがミラー表面
として機能するように構成される、ステップと、ｃ）ディスプレイの一部上にユーザの頭
部の画像を提示するステップ６５４とを有する。この文脈において、言及しておくべきこ



(19) JP 2019-512847 A 2019.5.16

10

20

30

40

50

とに、ユーザの頭部の相対的な向きを検出するステップ６０２と、ユーザの頭部の画像を
取得するステップ６５２は、ディスプレイの前のユーザの頭部の画像を取得し且つ取得さ
れた画像内でユーザの頭部の相対的な向きを検出するステップ６５６へと組み合わされて
もよい。
【００６５】
　図７は、コンピュータプログラム７８０を有するコンピュータプログラムプロダクト７
７０の一実施形態を概略的に示している。コンピュータプログラムプロダクト７７０は、
ミラーコンポーネント用の適応照明システムの光源を制御するためのものである。プログ
ラム７８０は、プロセッサに、適応照明システムの光源を制御する方法６００の実施形態
を実行させるように機能する。オプションで、コンピュータプログラムプロダクト７７０
は、仮想ミラーを制御するためのものであり、プログラム７８０は、プロセッサに、仮想
ミラーを制御する方法６５０の実施形態を実行させるように機能する。
【００６６】
　実施形態は、本発明を実行するように適応された、コンピュータプログラムプロダクト
７７０、特に、キャリア上又はキャリア内のコンピュータプログラム７８０に及ぶ。コン
ピュータプログラムプロダクトは、コンピュータプログラム７８０を有し得る。プログラ
ムは、ソースコードの形態、オブジェクトコードの形態、例えば部分的にコンパイルされ
た形態などのコード中間ソース及びオブジェクトコードの形態、又は上述の方法のうちの
１つ以上の実装での使用に適したその他の形態を取り得る。やはり理解されるように、そ
のようなプログラムは、数多くの異なる構造設計を有し得る。例えば、方法又は装置の機
能を実装するプログラムコードは、１つ以上のサブルーチンへと細分され得る。これらの
サブルーチン間で機能を配分する数多くの異なる手法が、当業者に明らかになる。これら
のサブルーチンは、自己完結型プログラムを形成するように、１つの実行可能ファイル内
にまとめて格納され得る。そのような実行可能ファイルは、例えばプロセッサ命令及び／
又はインタープリタ命令（例えば、Ｊａｖａ（登録商標）インタープリタ命令）といった
、コンピュータ実行可能命令を有し得る。代わりに、これらのサブルーチンのうちの１つ
以上又は全てが、少なくとも１つの外部ライブラリファイルに格納されて、静的又は動的
（例えば、ランタイムに）の何れかでメインプログラムとリンク付けられ得る。メインプ
ログラムは、サブルーチンのうちの少なくとも１つへの少なくとも１つの呼び出し（コー
ル）を含む。また、サブルーチンは、互いへの関数呼び出しを有し得る。コンピュータプ
ログラムプロダクト７７０に関する一実施形態は、ここに説明された方法のうちの少なく
とも１つ方法の処理段階の各々に対応するコンピュータ実行可能命令７８０を有する。こ
れらの命令は、サブルーチンに細分され、且つ／或いは静的又は動的にリンク付けられ得
る１つ以上のファイルに格納され得る。コンピュータプログラムプロダクト７７０に関す
る他の一実施形態は、ここに説明されたシステム及び／又はプロダクトのうちの少なくと
も１つのシステム及び／又はプロダクトの手段の各々に対応するコンピュータ実行可能命
令７８０を有する。これらの命令は、サブルーチンに細分され、且つ／或いは静的又は動
的にリンク付けられ得る１つ以上のファイルに格納され得る。
【００６７】
　コンピュータプログラムのキャリアは、プログラムを担持することが可能な如何なるエ
ンティティ又は装置であってもよい。例えば、キャリアは、例えばＣＤ－ＲＯＭ若しくは
半導体ＲＯＭといったＲＯＭ、又は例えばフロッピーディスク（登録商標）若しくはハー
ドディスクといった磁気記録媒体などの、ストレージ媒体を含み得る。また、キャリアは
、電気ケーブル若しくは光ケーブルを介して、あるいは電波若しくはその他の手段によっ
て伝達され得る例えば電気信号又は光信号などの伝送可能なキャリアとし得る。プログラ
ムがそのような信号で具現化されるとき、キャリアは、そのようなケーブル又はその他の
装置若しくは手段によって構成され得る。代わりに、キャリアは、プログラムが内蔵され
る集積回路であってもよく、集積回路は、関連する方法を実行するように適応され、ある
いは関連する方法の実行での使用に合わせて適応される。
【００６８】
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　コンピュータプログラム７８０は、分散プロセッサシステム用のコンピュータプログラ
ムであってもよく、第１のプロセッサシステムに上述の方法のステップのうちのサブセッ
トを実行させ、第２のプロセッサシステムに、上述の方法のステップのうちの別のサブセ
ットを実行させるコンピュータコードを有し得る。ステップのサブセット及びステップの
別のサブセットは、互いに排他的であってもよい。
【００６９】
　要約するに、適応照明システム、（仮想）ミラー装置、適応照明システムの光源を制御
する方法、仮想ミラーを制御する方法、及びコンピュータプログラムプロダクトが提供さ
れる。適応照明システムは、当該ミラーコンポーネントのミラー表面にユーザの鏡像を示
すように構成されたミラーコンポーネント用のものである。適応照明システムは、複数の
個別制御可能な光源と、センサと、コントローラとを有する。センサが、ミラー表面に対
するユーザの頭部の相対的な向きを検出する。コントローラが、センサ信号に基づいて、
個別制御可能な光源に対する制御信号を生成する。コントローラは、頭部が左向き、上向
き、右向き及び／又は下向きに向けられていることをセンサ信号が指し示す場合に、ユー
ザの目に向けてもっと低い光放射を得るように、制御信号を生成する。
【００７０】
　なお、本発明は、プログラム可能コンポーネントを用いてハードウェア及び／又はソフ
トウェアにて実装され得る。本発明を実装する方法は、図１を参照して説明したシステム
に関して規定された機能に対応するステップを有する。

【図１】 【図２】
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【図５（Ａ）】 【図５（Ｂ）】
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